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　訓練は磐梯山の火山活動が急激
に活発化し小規模噴火と震度６強の
地震が発生したとの想定で行われま
した。磐梯山は、噴火警戒レベルは現
在最も低い「１」ですが、噴火、地震に
備え、関係機関や団体、住民が連携
して対応するという訓練の目的を達
成できました。

地震が発生したとの想定で行われま
した。磐梯山は、噴火警戒レベルは現
在最も低い「１」ですが、噴火、地震に
備え、関係機関や団体、住民が連携
して対応するという訓練の目的を達
成できました。

～今月の主な内容～
P２ きたしおばらトピックス
P３ 長寿番付
P４ 沖縄県東村交流事業
P５ 中学生台湾派遣交流事業
P６ 生涯学習便り
P８ こどもの主張大会
P10 裏磐梯診療所からのお知らせ
P11 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム
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～今月の主な内容～
P２ きたしおばらトピックス
P３ 長寿番付

～会津地方防災訓練並びに北塩原村総合防災訓練～
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きたしおばらトピックス

野生きのこの出荷制限解除に向けた取組みが始まります９月１日（金）
　野生きのこは現在出荷制限されており、出荷販売ができません。
　福島県では出荷制限解除のため、きのこの採取を業者に委託して実施するよう計画されています。野生きのこの採
取は9月1日から、県から委託された採取業者が県全域の山に入ることになります。北塩原村の特産品である野生きの
この出荷制限が、1日も早く解除されるよう、ご了解とご協力をお願いします。
◎野生きのこの採取予定期間　平成29年9月1日～12月15日
◎対象品目 マイタケ、シメジ、ナメコ等
◎採取量 1件体当たり500ｇ～1,000ｇ
◎問合せ先 福島県会津農林事務所森林林業部林業課　TEL０２４１－２４－５７３４
 北塩原村役場農林課　TEL０２４１－２３－１３３４

　9月15日から21日は「老人週間」、また9月18日は「敬老の日」です。多年にわたり社会に尽く
してこられた｢おじいちゃん｣「おばあちゃん」、ありがとうございます。
　これからもお元気でお過ごしください。

〔平成29年９月15日時点での満年齢となります。（敬称略）〕

北塩原村
長寿番付
北塩原村
長寿番付
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　東京農業大学・世田谷キャンパスの学生が二人、早稲沢の遠藤栄一さんの家で農業
実習をしていました。一人は伏見和子さん（２年生）で８月７日(月)から８月２２日(火)まで、
もう一人は高橋平くん（１年生）で８月１４日(月)から８月２７日(日)までの約２週間です。
　二人には「実際に農家の暮らしを長い期間体験して、消費者側ではなく生産者側に
立ってみたい」という思いがあり、学校の先生や先輩に北塩原村を勧められ農業実習
に来たそうで、トウモロコシの手入れやハウスのビニール張り、蜂蜜の瓶詰め作業など
真剣に取り組んでいました。
　受け入れた遠藤さんは「二人が来てくれてとても助かっている。ぜひ来年もまた実習
に来て欲しい。」と話されていました。
　二人とも親は農家ではありませんが農業に興味を持っていて、将来も農業に関わっ
ていきたいと考えている様です。
　次は東京農業大学のモニターツアーで村に来たいと言っていました。
　また、９月１日(金)から９月１２日(火)にかけて東京農業大学・厚木キャンパスの学生５
人が農業実習をしているので、村内で見かけたときには、気軽に声をかけてください。

～ザル菊通信～
　５月に上川前地区に定植したザル菊が大きくなり形もだんだん丸くなってきています！
　８月に最後の追肥をして９月は花芽を増やしてくれると期待しています。
　おそらく、１０月には徐々に咲き始めると思うので、ぜひご覧になってください！
　また、「桧原地区」・「漆芸工房角田」・「道の駅裏磐梯」からザル菊を育てたいと相談
があり、８月に定植しました。今年はもう苗はありませんが、来年は新しく芽が出て増や
すことが出来ます。花を見ていただいて、育ててみたいと思われた方は農林課
(TEL:0241-23-1334)までご連絡ください。

第21回 「農大生が北塩原村に農業実習に来ました!」

きたしおばら

魅 力発信！
から
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山本　賢司
やまもと　けんじ
松陽台在住・実家は神奈川です。

▲上川前地区のザル菊　　

▲厚木キャンパスの学生たち

◀実習に来た
　高橋くん(左)と
　伏見さん(右)　

作業風景▶

▲桧原地区でのザル菊定植

『食生活改善推進員会』　西会津町との合同研修・交流会を開催しました
　8月1日（火）に村食生活改善推進員会では、地域の旬の特産品に関する理解を深め、互い
の交流などを図ることを目的に、西会津町の食生活改善推進員会の皆さんと一緒に研修会・交
流会を開催し、「ジュンサイ」の摘み取り体験などを実施しました。
　実際に沼にあるジュンサイを眺めるのも、摘み取りをするのも初めてという方がほとんどで、恐
る恐る船に乗り込みながらも、楽しく見て・触れて・学ぶことができました。
　お昼には、西会津町の「車麩」や、村の「ジュンサイ・山塩・花嫁ささげ・きゅうり」などの特産
品を活かした調理実習を行い、情報交換しながら、互いに交流を図りました。
その地域に根づいている特産品は私たちの生活にとって大切な「宝もの」。旬の美味しい食材を味
わいながら、元気な心とからだをつくる日々の食生活の大切さを感じてみてはいかがでしょうか？
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野生きのこの出荷制限解除に向けた取組みが始まります９月１日（金）
　野生きのこは現在出荷制限されており、出荷販売ができません。
　福島県では出荷制限解除のため、きのこの採取を業者に委託して実施するよう計画されています。野生きのこの採
取は9月1日から、県から委託された採取業者が県全域の山に入ることになります。北塩原村の特産品である野生きの
この出荷制限が、1日も早く解除されるよう、ご了解とご協力をお願いします。
◎野生きのこの採取予定期間　平成29年9月1日～12月15日
◎対象品目 マイタケ、シメジ、ナメコ等
◎採取量 1件体当たり500ｇ～1,000ｇ
◎問合せ先 福島県会津農林事務所森林林業部林業課　TEL０２４１－２４－５７３４
 北塩原村役場農林課　TEL０２４１－２３－１３３４

　9月15日から21日は「老人週間」、また9月18日は「敬老の日」です。多年にわたり社会に尽く
してこられた｢おじいちゃん｣「おばあちゃん」、ありがとうございます。
　これからもお元気でお過ごしください。

〔平成29年９月15日時点での満年齢となります。（敬称略）〕

北塩原村
長寿番付
北塩原村
長寿番付
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　東京農業大学・世田谷キャンパスの学生が二人、早稲沢の遠藤栄一さんの家で農業
実習をしていました。一人は伏見和子さん（２年生）で８月７日(月)から８月２２日(火)まで、
もう一人は高橋平くん（１年生）で８月１４日(月)から８月２７日(日)までの約２週間です。
　二人には「実際に農家の暮らしを長い期間体験して、消費者側ではなく生産者側に
立ってみたい」という思いがあり、学校の先生や先輩に北塩原村を勧められ農業実習
に来たそうで、トウモロコシの手入れやハウスのビニール張り、蜂蜜の瓶詰め作業など
真剣に取り組んでいました。
　受け入れた遠藤さんは「二人が来てくれてとても助かっている。ぜひ来年もまた実習
に来て欲しい。」と話されていました。
　二人とも親は農家ではありませんが農業に興味を持っていて、将来も農業に関わっ
ていきたいと考えている様です。
　次は東京農業大学のモニターツアーで村に来たいと言っていました。
　また、９月１日(金)から９月１２日(火)にかけて東京農業大学・厚木キャンパスの学生５
人が農業実習をしているので、村内で見かけたときには、気軽に声をかけてください。

～ザル菊通信～
　５月に上川前地区に定植したザル菊が大きくなり形もだんだん丸くなってきています！
　８月に最後の追肥をして９月は花芽を増やしてくれると期待しています。
　おそらく、１０月には徐々に咲き始めると思うので、ぜひご覧になってください！
　また、「桧原地区」・「漆芸工房角田」・「道の駅裏磐梯」からザル菊を育てたいと相談
があり、８月に定植しました。今年はもう苗はありませんが、来年は新しく芽が出て増や
すことが出来ます。花を見ていただいて、育ててみたいと思われた方は農林課
(TEL:0241-23-1334)までご連絡ください。

第21回 「農大生が北塩原村に農業実習に来ました!」

きたしおばら

魅 力発信！
から

■地域おこし協力隊活動報告■

Monthly Reporter
山本　賢司
やまもと　けんじ
松陽台在住・実家は神奈川です。

▲上川前地区のザル菊　　

▲厚木キャンパスの学生たち

◀実習に来た
　高橋くん(左)と
　伏見さん(右)　

作業風景▶

▲桧原地区でのザル菊定植

『食生活改善推進員会』　西会津町との合同研修・交流会を開催しました
　8月1日（火）に村食生活改善推進員会では、地域の旬の特産品に関する理解を深め、互い
の交流などを図ることを目的に、西会津町の食生活改善推進員会の皆さんと一緒に研修会・交
流会を開催し、「ジュンサイ」の摘み取り体験などを実施しました。
　実際に沼にあるジュンサイを眺めるのも、摘み取りをするのも初めてという方がほとんどで、恐
る恐る船に乗り込みながらも、楽しく見て・触れて・学ぶことができました。
　お昼には、西会津町の「車麩」や、村の「ジュンサイ・山塩・花嫁ささげ・きゅうり」などの特産
品を活かした調理実習を行い、情報交換しながら、互いに交流を図りました。
その地域に根づいている特産品は私たちの生活にとって大切な「宝もの」。旬の美味しい食材を味
わいながら、元気な心とからだをつくる日々の食生活の大切さを感じてみてはいかがでしょうか？

▶
初
め
て
の
ジ
ュ
ン
サ
イ

　摘
み
取
り
体
験

▶
西
会
津
町
と
村
の
特
産

　品
を
一
緒
に
調
理
し
て

　い
た
だ
き
ま
し
た
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北
塩
原
村
中
学
生
台
湾
派
遣
交
流
事
業
は
８
月
１
日
か
ら
４

日
ま
で
の
４
日
間
、
村
内
の
中
学
２
年
生
１１
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
中
学
生
に
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
学
校
交
流
で
は
、
台
湾

中
部
・
南
投
県
魚
池
郷
（
な
ん
と
う
け
ん
ぎ
ょ
ち
ご
う
）
に
あ

る
魚
池
国
民
中
学
の
生
徒
と
教
員
15
名
が
参
加
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。
始
め
は
な
か
な
か
打
ち
解
け

ら
れ
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
、
少
し
ず
つ
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交

え
な
が
ら
会
話
を
試
み
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
団
一
行
は
魚
池
郷
公
所
（
役
場
）
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
陳
錦
倫
郷
長
の
歓
迎
を
受
け
、
特
産
の
コ
ー
ヒ
ー

を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
台
湾
最
大
の
湖
「
日

月
潭
（
に
ち
げ
つ
た
ん
）」
や
荘
厳
な
文
武
廟
な
ど
を
訪
問
し
、

魚
池
郷
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
台
湾
北
部
に
移
動
し
、
ア
ニ
メ
「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
九
份
や
、
レ
ト
ロ
な
街
並
み
が

人
気
の
淡
水
、
忠
烈
祠
で
の
衛
兵
交
代
式
な
ど
を
見
学
。
ま
た
、

本
場
の
中
華
料
理
に
も
挑
戦
し
、
小
籠
包
な
ど
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
言
葉
は
通
じ
な
か
っ
た
け
ど
、
現
地
の

中
学
生
と
交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
小
籠
包
や
果
物
が
お
い
し

か
っ
た
」「
台
湾
は
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。
４
日
間
の
研
修
で
台
湾
の
人
・
文
化
・
歴
史
・
自
然
・

食
に
触
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
台
湾
の
良
さ
、
そ
し
て
異

文
化
を
通
じ
て
感
じ
る
日
本
の
良
さ
に
気
づ
き
、
一
回
り
も
二

回
り
も
成
長
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
（
月
）
か
ら
27
日
（
木
）
ま
で
の
４
日
間
、さ
く
ら
小
学
校
・

裏
磐
梯
小
学
校
の
６
年
生
22
名
が
「
花
と
水
と
パ
イ
ン
の
村
」
沖
縄
県

東
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
今
年
で
１７
回
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
が
南
の
島
で
元
気
に

交
流
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
国
頭
郡
東
村
は
沖
縄
の
北
東
部
に
あ
る
人
口
1
、6
5
1
人

（
2
0
1
7
年
7
月
1
日
現
在
）
の
村
で
す
。
主
な
産
業
は
農
業
と
漁
業
、

ま
た
最
近
で
は
山
原
（
や
ん
ば
る
）
自
然
環
境
を
生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
と
は
違
う
本
物
の
沖
縄
を
体

験
で
き
る
村
と
し
て
有
名
で
す
。

　
訪
問
初
日
は
東
村
教
育
委
員
会
の
比
嘉
教
育
長
や
職
員
の
皆
様
が
出

迎
え
て
く
れ
、「
首
里
城
」
を
見
学
し
た
後
に
東
村
の
つ
つ
じ
エ
コ
パ
ー

ク
へ
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
農
泊
体
験
の
日
で
し
た
。
東
村
の
主
産
物
で
あ
る
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
農
家
を
中
心
に
南
国
の
農
業
体
験
と
東
村
の
方
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
こ
の
時
期
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
出
荷
直
前
で
、
と
れ
た
て

の
甘
い
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、
日
差
し
の
強
い
日
中

は
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
農
業
だ

け
で
は
な
く
多
く
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、
美
ら
海
水
族
館
の
見
学
と
、
東
村
の
福
地
川
海
浜
公
園

に
て
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
と
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩

時
間
に
は
東
村
教
育
委
員
会
の
方
々
が
準
備
し
て
く
れ
た
か
き
氷
と
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
食
べ
な
が
ら
海
の
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
夜
は
東
村
滞
在
最
後
の
夜
と
な
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
農

家
や
東
村
教
育
委
員
会
の
方
々
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
３
日
間
の

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
合
間
に
は
、
三
線
（
さ
ん
し
ん
）
の
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
、
み
ん
な
で
踊
っ
て
交
流
の
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
東
村
を
離
れ
沖
縄
南
部
へ
移
動
し
、
戦
争
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
目
の
当
た
り
に
す
る
戦
争
の
痕
跡
に
改
め
て
平
和
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
４
日
間
様
々
な
人
に
触
れ
合
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
東
村
の
中
学
生
が
北
塩
原
村
を
訪
れ
ま
す
。

平成２9年度 第１7回沖縄県東村との交流事業異文化を肌で感じる
～中学生台湾派遣交流事業～ 「ちびっこ探検学校」ハイサイ！ 東村のみなさま！

平成２9年度 第１7回沖縄県東村との交流事業
「ちびっこ探検学校」ハイサイ！ 東村のみなさま！「ちびっこ探検学校」ハイサイ！ 東村のみなさま！「ちびっこ探検学校」ハイサイ！ 東村のみなさま！「ちびっこ探検学校」ハイサイ！ 東村のみなさま！
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

今後予定している公民館事業のお知らせ

お気軽に村公民館までご連絡ください。

夏休み★北塩原公民館オススメ企画！『公民館で体験Ｗｅｅｋ』

北塩原村関連本のご紹介

　運営スタッフとして、大塩長寿会・てわっさの会の皆様にボラ
ンティア協力をいただきました。
　子供から大人まで年齢や地域を超えた交流の場ともなり、手
作りの暖かさを感じたり、科学に触れたり、歴史に触れたりと〝体
験〟を通して各々参加者らは楽しいひと時を過ごしていました。

　村の成人式は、新成人の方々に多く集まってもらおうと、お盆の時期に開催して
います。今年も８月１５日（火）に村コミュニティセンターホールで開催されました。
　今年度の新成人は、平成９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人で、
男性２１名、女性１２名の計３３名が、成人としての第一歩を踏み出しました。
　新成人を代表して小椋理絵さん（早稲沢）が、小椋敏一村長から成人証書及び記
念品を受け取り、石井大貴さん（北山）が誓いのことばを述べました。
　小椋村長は、「これから先、たくさんの人と出会っていく中で、一つひとつの出会
いを大切にしてください。」と式辞を述べました。
　中学校時代の恩師も式に同席し、元第一中学校教諭の外井隆さん、元裏磐梯中
学校教諭の芳賀和美さんから、当時の思い出話や成人者へ温かいメッセージが送
られました。
　終了後は、記念撮影、昼食会が行われ、久しぶりに再会した旧友、恩師との話が
弾み、楽しんでいました。

　今年に入り、北塩原村にかかわりのある内容の図書が刊行されているの
をご存知ですか。本を読んで村を知ろう！

①『猫魔ヶ岳の妖怪（福島の伝説）』（福音館書店）
　　　／“猫魔”の由来になったあのお話しが絵本に。
②『ブラタモリ８　会津磐梯山ほか』(KADOKAWA)
　　　／磐梯山、五色沼、山塩…数々のご当地ネタが満載です。
③『東北の名城を歩く　南東北編』（吉川弘文館）
　　　／ついに柏木城跡が東北の名城に仲間入り！

▲編みカゴつくり（協力：てわっさの会） ▲公民館実験室
　（協力：大塩長寿会・会津ガス）

▲編細工アクセサリーつくり（協力：てわっさの会）

▶
柏
木
城
発
掘
体
験

　（協
力
：
発
掘
作
業
員
）

▶
企
画
展「
北
塩
原
の
民
具

　物
語
」展
示
説
明
会

さくらスポ少優勝！裏磐梯スポ少は好試合をするも惜敗
～第25回火の山杯スポーツ大会～

　第25回火の山杯スポーツ大会バレーボール競技は８月５日
（土）に、ソフトボール競技は８月19日（土）、村民体育館や裏磐
梯小・中学校グラウンドを会場に開催され、ソフトボール９チー
ム、バレーボール８チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　ソフトボール競技は、途中、降雨に見舞われた大会となりまし
たが、夏休み最後の思い出にと選手たちは練習の成果を発揮
すべく必死でボールを追いかけ、保護者などから熱い声援が送
られていました。

◇ソフトボール
優　勝　関柴ソフトボールスポーツ少年団（喜多方市）
準優勝　しきみソフトボールスポーツ少年団（喜多方市）
第３位　磐梯町ソフトボールスポーツ少年団（磐梯町）
　　　　猪苗代スポーツ少年団（猪苗代町）

◇バレーボール
優　勝　さくらスポーツ少年団（北塩原村）
準優勝　荒海スポーツ少年団（南会津町）
第３位　大谷スポーツ少年団（磐梯町）
　　　　柱沢スポーツ少年団（伊達市）

▲成人証書を受け取る
　小椋理絵さん

▲誓いの言葉を述べる
　石井大貴さん

▲接戦を繰り広げる裏磐梯スポ少ソフトボール部 ▲優勝を果たしたさくらスポ少バレーボール部

①チャレンジスクール（両幼稚園の交流）
　○日程：９月22日（金）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
②幼児教育支援事業（親子で遊べるレクリエーション教室）
　○日程：９月30日（土）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
③写真展『梯（kakehashi）』
　○日程：９月30日（土）～11月12日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
④角田純一漆芸展
　○日程：９月30日（土）～11月12日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター

⑤文化講演会「風景写真をどう撮るか」
　○日程：10月1日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
　○講師：黒原範雄さん
⑥村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会
　○日程：10月９日（月）
　○場所：いこいの森ふれあい広場
⑦家庭教育支援事業（子育て講座）
　○日程：10月12日（木）
　○場所：さくら小学校

　村からは、さくらスポーツ少年団がバレーボール競技に、裏磐
梯スポーツ少年団がソフトボール競技に参加。さくらスポーツ少
年団は見事優勝を果たしました。また、裏磐梯スポーツ少年団
は、好試合を展開するものの、惜しくも敗れてしまいましたが、
最後まであきらめることなくプレーしました。
　ソフトボール競技で見事優勝を果たした関柴ソフトボールス
ポーツ少年団には、３人のさくら小学校の児童が正選手として参
加しており、走・攻・守ともに大活躍をし、優勝に貢献しました。

■各競技の成績

※①②は村内各図書コーナーにあります。③は生涯学習センターに配架されています。

　８／７～１１日までの5日間に渡り、生涯学習センターにおいて『公民館で体験Ｗｅｅｋ』が下記日程で実施されました。

・８／７ （月）編みカゴつくり
・８／８ （火）公民館実験室
・８／９ （水）編細工アクセサリーつくり
・８／10（木）柏木城発掘体験
・８／11（金）企画展「北塩原の民具物語」展示説明会

「一つひとつの出会いを大切に」
～平成２９年度成人式～
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

今後予定している公民館事業のお知らせ

お気軽に村公民館までご連絡ください。

夏休み★北塩原公民館オススメ企画！『公民館で体験Ｗｅｅｋ』

北塩原村関連本のご紹介

　運営スタッフとして、大塩長寿会・てわっさの会の皆様にボラ
ンティア協力をいただきました。
　子供から大人まで年齢や地域を超えた交流の場ともなり、手
作りの暖かさを感じたり、科学に触れたり、歴史に触れたりと〝体
験〟を通して各々参加者らは楽しいひと時を過ごしていました。

　村の成人式は、新成人の方々に多く集まってもらおうと、お盆の時期に開催して
います。今年も８月１５日（火）に村コミュニティセンターホールで開催されました。
　今年度の新成人は、平成９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人で、
男性２１名、女性１２名の計３３名が、成人としての第一歩を踏み出しました。
　新成人を代表して小椋理絵さん（早稲沢）が、小椋敏一村長から成人証書及び記
念品を受け取り、石井大貴さん（北山）が誓いのことばを述べました。
　小椋村長は、「これから先、たくさんの人と出会っていく中で、一つひとつの出会
いを大切にしてください。」と式辞を述べました。
　中学校時代の恩師も式に同席し、元第一中学校教諭の外井隆さん、元裏磐梯中
学校教諭の芳賀和美さんから、当時の思い出話や成人者へ温かいメッセージが送
られました。
　終了後は、記念撮影、昼食会が行われ、久しぶりに再会した旧友、恩師との話が
弾み、楽しんでいました。

　今年に入り、北塩原村にかかわりのある内容の図書が刊行されているの
をご存知ですか。本を読んで村を知ろう！

①『猫魔ヶ岳の妖怪（福島の伝説）』（福音館書店）
　　　／“猫魔”の由来になったあのお話しが絵本に。
②『ブラタモリ８　会津磐梯山ほか』(KADOKAWA)
　　　／磐梯山、五色沼、山塩…数々のご当地ネタが満載です。
③『東北の名城を歩く　南東北編』（吉川弘文館）
　　　／ついに柏木城跡が東北の名城に仲間入り！

▲編みカゴつくり（協力：てわっさの会） ▲公民館実験室
　（協力：大塩長寿会・会津ガス）

▲編細工アクセサリーつくり（協力：てわっさの会）

▶
柏
木
城
発
掘
体
験

　（協
力
：
発
掘
作
業
員
）

▶
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展「
北
塩
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具
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」展
示
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明
会

さくらスポ少優勝！裏磐梯スポ少は好試合をするも惜敗
～第25回火の山杯スポーツ大会～

　第25回火の山杯スポーツ大会バレーボール競技は８月５日
（土）に、ソフトボール競技は８月19日（土）、村民体育館や裏磐
梯小・中学校グラウンドを会場に開催され、ソフトボール９チー
ム、バレーボール８チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　ソフトボール競技は、途中、降雨に見舞われた大会となりまし
たが、夏休み最後の思い出にと選手たちは練習の成果を発揮
すべく必死でボールを追いかけ、保護者などから熱い声援が送
られていました。

◇ソフトボール
優　勝　関柴ソフトボールスポーツ少年団（喜多方市）
準優勝　しきみソフトボールスポーツ少年団（喜多方市）
第３位　磐梯町ソフトボールスポーツ少年団（磐梯町）
　　　　猪苗代スポーツ少年団（猪苗代町）

◇バレーボール
優　勝　さくらスポーツ少年団（北塩原村）
準優勝　荒海スポーツ少年団（南会津町）
第３位　大谷スポーツ少年団（磐梯町）
　　　　柱沢スポーツ少年団（伊達市）

▲成人証書を受け取る
　小椋理絵さん

▲誓いの言葉を述べる
　石井大貴さん

▲接戦を繰り広げる裏磐梯スポ少ソフトボール部 ▲優勝を果たしたさくらスポ少バレーボール部

①チャレンジスクール（両幼稚園の交流）
　○日程：９月22日（金）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
②幼児教育支援事業（親子で遊べるレクリエーション教室）
　○日程：９月30日（土）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
③写真展『梯（kakehashi）』
　○日程：９月30日（土）～11月12日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
④角田純一漆芸展
　○日程：９月30日（土）～11月12日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター

⑤文化講演会「風景写真をどう撮るか」
　○日程：10月1日（日）
　○場所：北塩原村生涯学習センター
　○講師：黒原範雄さん
⑥村長杯ふれあいグラウンドゴルフ大会
　○日程：10月９日（月）
　○場所：いこいの森ふれあい広場
⑦家庭教育支援事業（子育て講座）
　○日程：10月12日（木）
　○場所：さくら小学校

　村からは、さくらスポーツ少年団がバレーボール競技に、裏磐
梯スポーツ少年団がソフトボール競技に参加。さくらスポーツ少
年団は見事優勝を果たしました。また、裏磐梯スポーツ少年団
は、好試合を展開するものの、惜しくも敗れてしまいましたが、
最後まであきらめることなくプレーしました。
　ソフトボール競技で見事優勝を果たした関柴ソフトボールス
ポーツ少年団には、３人のさくら小学校の児童が正選手として参
加しており、走・攻・守ともに大活躍をし、優勝に貢献しました。

■各競技の成績

※①②は村内各図書コーナーにあります。③は生涯学習センターに配架されています。

　８／７～１１日までの5日間に渡り、生涯学習センターにおいて『公民館で体験Ｗｅｅｋ』が下記日程で実施されました。

・８／７ （月）編みカゴつくり
・８／８ （火）公民館実験室
・８／９ （水）編細工アクセサリーつくり
・８／10（木）柏木城発掘体験
・８／11（金）企画展「北塩原の民具物語」展示説明会

「一つひとつの出会いを大切に」
～平成２９年度成人式～
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子どもの主張大会　発表作文（中学生編） 子どもの主張大会　発表作文（中学生編）

こ
れ
か
ら
の
僕
と
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校

第
一
中
学
校

　三
年

　目
黒

　元
輝

　
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
僕
た
ち
中
学
３
年
生
は
、
あ
と
一
年
も
し
な
い
う
ち
に
高
校
受
験
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま

す
。

　
そ
し
て
、３
年
間
通
っ
て
い
た
校
舎
や
、中
学
校
の
先
生
方
、後
輩
た
ち
、そ
れ
に
、も
し
か
し
た
ら
こ
れ
ま

で
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
友
達
や
、「
私
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
北
塩
原
村
」
と
も
お
別
れ
す
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
は
今
、僕
が
通
っ
て
い
て
、来
春
お
別
れ
す
る「
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校
」に
つ
い
て
誇
れ
る
こ
と
が
３

つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、先
生
方
が
と
て
も
親
切
で
優
し
く
丁
寧
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、生
徒

一
人
一
人
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
の
こ
と
は
、大
き
な
学
校
で
は
ま
ず
味
わ
え
な
い
、小
人
数

校
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、自
然
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
環
境
で
学
べ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
校
の
す
ぐ
裏
に
は
山
が
あ
り
、
校
舎
内
か
ら
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
動
物
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
れ

に
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
、田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。餅
米
を
育
て
て
お

り
、学
校
の
文
化
祭
で
お
餅
に
し
て
食
べ
ま
す
。自
分
達
で
つ
く
る
の
で
、と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。よ
か

っ
た
ら
皆
さ
ん
も
秋
の
柏
木
祭
と
呼
ば
れ
る
文
化
祭
に
来
て
、食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
３
つ
目
は
、み
ん
な
が
と
て
も
仲
が
良
い
こ
と
で
す
。休
日
に
先
輩
と
後
輩
が
集
ま
っ
て
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
僕
は
将
来
、自
然
が
身
近
で
み
ん
な
仲
が
良
い
こ
の
中
学
校
の
よ
う
に
、ど
ん
な
人
に
も
優
し
く
で
き
、ど

ん
な
人
と
で
も
、自
分
の
本
心
で
、本
当
の
自
分
を
語
り
合
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
し
か
し
、僕
が
そ
の
よ
う
な
人
に
な
る
に
は
２
つ
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
嘘
も
つ
か
ず
、
ご
ま
か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
通

り
、一
度
嘘
を
つ
く
と
、そ
の
嘘
を
隠
す
た
め
に
、ま
た
嘘
を
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。よ
く
、「
ば
れ
な
い
嘘
は

な
い
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
僕
は
嘘
を
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
反
省
し
、ま
ず
は
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
ど
ん
な
人
に
で
も
同
じ
よ
う
に
優
し
く
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。僕
は
相
手
と
自
分
と
の

関
係
や
、先
輩
、後
輩
な
ど
で
相
手
へ
の
対
応
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日
本
の
慣
習
で
は
、「
目

上
の
人
を
敬
う
」と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、自
分
よ
り
上
の
人
に
対
し
、｢

礼
儀
と
節
度
を
も
っ
て

接
し
尊
敬
の
念
を
も
つ｣

と
い
う
こ
と
で
す
が
、見
方
を
変
え
れ
ば
、本
来
平
等
で
あ
る
は
ず
の
人
間
に
順
番

を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。今
考
え
れ
ば
、
自
分
も
無
意
識
に
そ
う
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。後
輩
に
対
し
て
は
、「
上
か
ら
目
線
」で
は
な
く
、
同
じ
人
間
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
僕
は
、ど
ん
な
人
に
も
優
し
く
で
き
、ど
ん
な
人
と
で
も
本
心
で
語
り
合
え
る
人
間
に
な
れ
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、志
望
校
合
格
を
め
ざ
し
て
、よ
り
一
層
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。な
に
よ
り
も「
こ
れ
か
ら
の
僕
と
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校
」の
未
来
に
、
僕
自
身
が
一
番
期

待
し
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
」が
も
た
ら
す
も
の

第
一
中
学
校

　三
年

　遠
藤

　大
夢

　
あ
な
た
に
は
、
自
分
が
変
わ
っ
た
と
思
え
る
体
験
は
あ
り
ま
す
か
。僕
に
は
あ
り
ま
す
。そ
の
機
会
は
、
少
な
く

と
も
３
回
は
あ
り
ま
し
た
。

　
僕
が
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
１
つ
目
は
、
中
学
校
に
入
学
し
出
会
っ
た
、
部
活
動
で
す
。小
学
校
と
は
違

い
、中
学
校
に
は
本
格
的
な
部
活
動
が
あ
り
ま
す
。男
子
が
選
べ
る
部
活
動
は
３
つ
あ
り
、そ
の
中
で
僕
は
剣
道
部

を
選
び
ま
し
た
。正
直
僕
は
、
運
動
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
苦
手
で
す
。そ
ん
な
僕
が
な

ぜ
剣
道
部
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、父
親
が
昔
、剣
道
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。し
か
し
、

最
初
は
あ
ま
り
本
気
で
取
り
組
ん
で
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、
み
ん
な
と
防
具
を
つ
け
て
稽
古
を
す
る
よ

う
に
な
る
と
、剣
道
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。今
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
は
ま
っ
た
く
興
味

を
も
て
な
か
っ
た
の
に
、剣
道
に
は
前
向
き
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
秋
の
大
会
で
、
初
め
て
他
の
中
学
校
の
上
級
生
と
団
体
戦
で
試
合
を
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
僕
は
、

あ
っ
さ
り
と
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。確
か
に
始
め
て
か
ら
５
ヶ
月
ほ
ど
し
か
や
っ
て
い
な
い
自
分
が
、
上
級
生
に

負
け
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
団
体
戦
の
後
は
、
初
心
者
同
士
が
戦
う
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。お
互
い
に
決
め
手
が
な
い
ま
ま
、
延
長
が

続
い
た
末
に
、
僕
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。僕
は
そ
の
時
に
初
め
て「
悔
し
い
」と
思
い
ま
し
た
。今
ま
で
自
分
は
、

心
の
ど
こ
か
で
「
運
動
が
苦
手
だ
か
ら
負
け
て
も
仕
方
が
な
い
」「
初
心
者
だ
か
ら
負
け
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
自
分
と
同
じ
初
心
者
に
負
け
た
こ
と
で「
く
や
し
い
」｢

勝
ち
た
い｣｢

絶
対
に
負
け
た
く

な
い｣

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
感
情
は
、今
ま
で
の
自
分
に
は
な
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
試
合
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
僕
の
練
習
に
取
り
組
む
態
度
は
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
悔
し
い
気
持
ち
を
常

に
も
っ
て
稽
古
に
励
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
１
つ
目
の
変
化
で
し
た
。

　
こ
れ
以
降
、
部
活
で
大
き
い
声
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
人
前
で
声
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
り

ま
し
た
。合
唱
の
時
に
も
、大
き
く
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で
は
、歌
を
唄
う
と
き
に
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
今
は
、
み
ん
な
の
声
に
負
け
な
い
よ
う
に
声
を
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
２
つ
目
の
変
化
で
す
。

　
そ
し
て
自
分
の
中
で
の
最
大
の
変
化
は
、今
こ
の
よ
う
な
舞
台
に
上
が
り
、多
く
の
人
の
前
で
、北
塩
原
一
中
の
代

表
と
し
て
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
す
。小
学
校
ま
で
の
自
分
か
ら
し
た
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
し
た
。な
ぜ
な

ら
ば
僕
は
、
話
を
し
て
い
る
と
よ
く
つ
か
え
て
し
ま
い
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の

よ
う
な
体
験
か
ら
、人
前
で
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、苦
手
で
し
た
。特
に
発
表
を
す
る
こ
と
が
一
番
嫌
い
で
し
た
。

　
し
か
し
、中
学
校
で
は
、委
員
会
な
ど
で
発
表
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。少
な
い
人
数
な
の
で
、一
人
一

人
の
役
割
が
必
ず
あ
り
ま
す
。１
年
生
の
時
に
は
、
報
道
委
員
会
で
放
送
の
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。内
心
と
て

も
嫌
で
し
た
。誰
か
に
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
自
分
の
苦
手
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
当
番
の
時
は
、
し
っ
か

り
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
、つ
か
え
な
い
か
な
と
、と
て
も
不
安
で
し
た
。し
か
し
、何
回
か
経
験
し
て

い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
て
、
放
送
す
る
こ
と
が
苦
手
で
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
と

し
て
、
別
の
効
果
も
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
僕
が
、
話
す

こ
と
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
然
と
人
を
ま
と
め
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
２
年
生
の
後
半
か
ら
、学
芸
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、下
級
生
を
ま
と
め
る
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。初
め
て
自
分
か
ら
こ
の
よ
う
な
役
職
に
就
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
が
３
つ
目
の
変
化
で
す
。

　
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
３
つ
の
変
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
僕
は
自
分
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
実
感
で
き
ま

し
た
。何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
自
分
の
中
に
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。僕
は
、こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

好
き
に
な
る
こ
と
嫌
う
こ
と

裏
磐
梯
中
学
校

　三
年

　酒
井

　美
咲

　
突
然
で
す
が
、皆
さ
ん
は
人
を
好
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は「
愛
し
て
い
る
」と
か
で
は
な
く
、友

達
と
し
て
知
り
合
い
と
し
て
の
意
味
で
す
。で
は
、逆
に
嫌
い
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ど
ち
ら
が
多
い

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、や
は
り
人
を
嫌
う
こ
と
は
良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
損
を
す
る
こ

と
、悲
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
人
は
人
の
こ
と
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
、嫌
い
に
な
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
る
生
き
物
で
す
。「
あ
、こ
の
人
い
い

な
」と
か
、「
あ
の
人
の
行
動
が
嫌
い
」と
か
で
す
。食
べ
物
の
好
き
嫌
い
と
一
緒
な
の
で
す
。ピ
ー
マ
ン
に
例
え
て
み
ま

し
ょ
う
。子
供
が
嫌
い
な
野
菜
の
一
つ
で
す
ね
。ピ
ー
マ
ン
の
見
た
目
は
真
緑
で
、パ
プ
リ
カ
の
よ
う
に
甘
く
な
く
、苦

い
。こ
の
時
点
で
嫌
い
な
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め
な
ど
美
味
し
く
食
べ
る
事
が
で
き
れ
ば
、

嫌
い
で
は
な
く
な
り
、段
々
好
き
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
に
人
も
外
見
だ
け
で
な
く
、そ
の
人
を
他
の

角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、中
に
は
中
身
が
良
く
て
も
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
人
も
多
く
い
ま
す
。理
由
と
し
て
、嫌
っ
て
い
る
人
が
そ
の

人
の
こ
と
を「
生
理
的
に
だ
め
な
人
」と
決
め
つ
け
て
い
る
か
、自
分
と
は
関
係
な
い
人
だ
と
思
っ
て
い
る
か
の
ど
ち

ら
か
で
す
。こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
損
を
す
る
の
は
両
者
で
す
。例
え
ば
、そ
れ
が
会
社
だ
と
し
ま
し
ょ
う
。社
員
が

上
司
を
嫌
っ
て
い
る
場
合
、会
社
で
は
不
可
欠
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
、仕
事
が
上
手
く

い
か
な
く
な
り
ま
す
。次
に
、上
司
が
部
下
を
嫌
っ
て
、好
き
な
人
だ
け
を
自
分
の
周
り
に
置
い
た
場
合
、高
い
能
力

を
も
っ
た
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、人
を
嫌
っ
て
い
て
は
良
い
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
で
は
、私
た
ち
は
ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。解
決
策
と
し
て
最
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
身
分

や
年
齢
に
関
係
な
く
、人
の
内
面
を
見
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。先
程
は「
違
う
角
度
か
ら
見
る
」と
言
い
ま
し
た
が
、そ

の「
違
う
角
度
」こ
そ
が「
内
面
」な
の
で
す
。そ
の
人
の
優
し
い
と
こ
ろ
、頼
り
に
で
き
る
と
こ
ろ
、外
見
だ
け
で
は
な
い
、

も
っ
と
深
く
ま
で
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
ん
な
中
で
も
、悪
口
や
非
難
す
る
言
葉
は
絶
え
ま
せ
ん
。で
は
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の

で
し
ょ
う
。私
の
知
っ
て
い
る
有
名
な
言
葉
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　「
な
ぜ
、こ
の
よ
う
に
悪
口
が
絶
え
な
い
の
か
。人
々
は
他
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
功
績
で
も
認
め
る
と
、自
分
の
品

位
が
下
が
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
」。

　
こ
れ
は
世
界
的
に
有
名
な
ド
イ
ツ
の
詩
人
ゲ
ー
テ
の
言
葉
で
す
。つ
ま
り
、「
他
人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
自
分

の
品
位
が
上
が
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
？
」と
い
う
も
の
で
す
。他
人
を
認
め
る
こ
と
を
恐
れ
、否
定
す
る
。そ
し
て
、

他
人
を
否
定
す
る
こ
と
で
、自
分
の
信
頼
を
得
よ
う
と
す
る
。こ
れ
こ
そ
が
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
ゲ
ー
テ
は
言

い
ま
す
。ま
た
、あ
る
人
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　「
ど
ん
な
愚
か
者
で
も
、他
人
の
短
所
を
指
摘
で
き
る
。そ
し
て
、た
い
て
い
の
愚
か
な
者
が
、そ
れ
を
や
り
た
が
る
」。

　
こ
れ
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
い
う
人
の
言
葉
で
す
。こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
が
悪
口
に
つ
い
て

の
名
言
を
残
し
、そ
し
て
誰
も
が
こ
ん
な
友
情
は
友
情
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。悪
口
だ
け
で
成
り
立
っ
た
友

人
関
係
は
、決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
く
、長
続
き
し
な
い
の
で
す
。

　
人
が
人
の
内
面
を
見
て
、長
所
を
見
出
し
、短
所
を
言
わ
ず
、そ
の
人
を
信
頼
す
る
こ
と
が
本
当
の
友
情
、人
を

好
き
に
な
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。最
初
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、少
し
ず
つ
で
い
い
の
で

す
。「
ウ
ザ
イ
」や「
き
も
い
」な
ど
の
暴
言
を
言
わ
な
い
。こ
れ
だ
け
で
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
す
。私
の
身
の
回
り
で
も

あ
り
ま
し
た
。か
つ
て
は
暴
言
を
言
う
人
が
、「
も
う
言
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」と
い
う
一
言
で
、全
く
言
わ
な
く
な
っ

た
り
、人
に
対
す
る
態
度
も
柔
ら
か
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。少
し
の
努
力
で
こ
れ
だ
け
変
わ
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。内
面
を
見
て
、そ
の
人
の
良
さ
を
知
り
、そ
の
人
を
好
き
に
な
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。世
間
に
は
色
ん
な
人
が
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
小
さ
な
村
に
住
ん
で
い
ま
す
。高
校
な
ど
に
行
け
ば
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。そ
の

中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、大
切
な
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
、相
手
の
良
さ
を
見
つ
け
、好
き
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

裏
磐
梯
中
学
校

　三
年

　小
礒

　亜
栗

　
み
な
さ
ん
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。私
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言

葉
を
小
学
生
の
時
に
学
び
ま
し
た
。「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
、建
物
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。私
も
実
際
に「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
家
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
は
、
建
物
だ
け
を
工
夫
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
、
今
回「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。生
活
の
中
の
小
さ
な
段
差
な
ど
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
困
る
こ
と
を

「
バ
リ
ア
」と
い
い
ま
す
。そ
の
バ
リ
ア
に
は
、
大
き
く
四
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。一
つ
目
の
バ
リ
ア
は
、「
物
理
的
バ

リ
ア
」と
い
い
、急
な
ス
ロ
ー
プ
、街
中
の
段
差
な
ど
、建
築
物
や
道
路
な
ど
の
不
備
の
こ
と
で
す
。修
学
旅
行
で
行

っ
た
東
京
で
は
、大
き
な
歩
道
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
た
り
、公
共
の
ト
イ
レ
で
は
必
ず
車
い
す
用
の
大
き

な
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
郡
山
駅
で
は
長
い
通
路
に
平
ら
な
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

都
市
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、所
々
に
段
差
が
あ
り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
二
つ
目
の
バ
リ
ア
は「
制
度
の
バ
リ
ア
」と
い
い
、障
が
い
者
の
人
に
対
し
て
、様
々
な
条
件
や
基
準
を
設
け
、資
格

の
取
得
や
社
会
参
加
に
関
し
て
制
限
を
す
る
こ
と
で
す
。私
の
母
は
障
が
い
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
物
を
作
っ
た
り
、

運
動
し
た
り
す
る
施
設
で
働
い
て
い
ま
す
。他
に
も
、
テ
レ
ビ
の
特
集
で
体
に
障
が
い
を
も
つ
人
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
最
新
機
器
を
使
っ
て
、家
で
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、最
近
は

障
が
い
者
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
た
り
、社
会
に
参
加
す
る
機
会
が
増
え
た
り
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
バ
リ
ア
は
、「
文
化
・
情
報
の
バ
リ
ア
」で
す
。障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
て
、
情
報
そ
の
も
の
の
提

供
手
段
が
う
ま
く
合
っ
て
い
な
い
場
合
に
起
こ
る
こ
と
で
す
。「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
少
し
意
識
し
て
街
を
見
て
み

る
と
、駅
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
時
に
押
す
ボ
タ
ン
の
位
置
が
低
く
な
っ
て
い
た

り
、
他
に
も
バ
リ
ア
を
な
く
す
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
私
が
小
学
校
四
年
生
の
時
、
目
が
見
え

な
い
人
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
人
に
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
」と
聞
く
と
、「
信
号
機
が

赤
な
の
か
青
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
て
、
い
つ
も
車
の
走
る
音
を
聞
い
て
渡
っ
て
い
る
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。最
近

で
は
、
信
号
機
が
青
に
な
る
と
音
が
鳴
る
物
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
交
差
点
に
は
あ
っ
て
も
小
さ
な
交
差
点
に

は
ま
だ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
健
常
者
に
は「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」が
充
実
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
て
も
、充
実
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
の
バ
リ
ア
は「
意
識
の
バ
リ
ア
」で
す
。こ
の
バ
リ
ア
は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
て
の
偏
見
や
、差
別
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。私
は
こ
の
意
識
の
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と
が
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
た
め

に
最
適
な
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。も
し
、
あ
な
た
の
前
に
困
っ
て
い
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
い
た
ら
、
ど
う
し
ま

す
か
。す
ぐ
に
手
助
け
し
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
ま
す
か
。私
だ
っ
た
ら
、一
度
手
を
さ
し
の
べ
る

か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、迷
っ
て
い
る
間
に
違
う
人
が
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。私
は
、「
助
け
合
い
精
神
」や「
思
い
や
り
」な
ど
、
と
て
も
基
本
的
な
こ
と
を
言
葉
だ
け
で
終
わ

ら
せ
な
い
で
自
分
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。こ
の
四
つ
の
バ
リ
ア
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
は
目
に
見
え
る

物
と
見
え
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、「
意
識
の
バ
リ
ア
」を
無
く
す
こ
と
で
、
高
齢
者
が
よ
り
安
心
し
て
快
適
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
者
も
社
会
に
参
加
す
る
時
の
不
安
な
気

持
ち
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
が
暮
ら
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
み

な
さ
ん
が
み
な
さ
ん
で
心
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
き
、
み
ん
な
が
寄
り
添
え
る
世
の
中
を
創
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。



９　広報きたしおばら　2017.9 2017.9　広報きたしおばら　８

子どもの主張大会　発表作文（中学生編） 子どもの主張大会　発表作文（中学生編）

こ
れ
か
ら
の
僕
と
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校

第
一
中
学
校

　三
年

　目
黒

　元
輝

　
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
僕
た
ち
中
学
３
年
生
は
、
あ
と
一
年
も
し
な
い
う
ち
に
高
校
受
験
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま

す
。

　
そ
し
て
、３
年
間
通
っ
て
い
た
校
舎
や
、中
学
校
の
先
生
方
、後
輩
た
ち
、そ
れ
に
、も
し
か
し
た
ら
こ
れ
ま

で
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
友
達
や
、「
私
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
北
塩
原
村
」
と
も
お
別
れ
す
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
は
今
、僕
が
通
っ
て
い
て
、来
春
お
別
れ
す
る「
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校
」に
つ
い
て
誇
れ
る
こ
と
が
３

つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、先
生
方
が
と
て
も
親
切
で
優
し
く
丁
寧
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、生
徒

一
人
一
人
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
の
こ
と
は
、大
き
な
学
校
で
は
ま
ず
味
わ
え
な
い
、小
人
数

校
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、自
然
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
環
境
で
学
べ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
校
の
す
ぐ
裏
に
は
山
が
あ
り
、
校
舎
内
か
ら
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
動
物
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
れ

に
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
、田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。餅
米
を
育
て
て
お

り
、学
校
の
文
化
祭
で
お
餅
に
し
て
食
べ
ま
す
。自
分
達
で
つ
く
る
の
で
、と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。よ
か

っ
た
ら
皆
さ
ん
も
秋
の
柏
木
祭
と
呼
ば
れ
る
文
化
祭
に
来
て
、食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
３
つ
目
は
、み
ん
な
が
と
て
も
仲
が
良
い
こ
と
で
す
。休
日
に
先
輩
と
後
輩
が
集
ま
っ
て
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
僕
は
将
来
、自
然
が
身
近
で
み
ん
な
仲
が
良
い
こ
の
中
学
校
の
よ
う
に
、ど
ん
な
人
に
も
優
し
く
で
き
、ど

ん
な
人
と
で
も
、自
分
の
本
心
で
、本
当
の
自
分
を
語
り
合
え
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
し
か
し
、僕
が
そ
の
よ
う
な
人
に
な
る
に
は
２
つ
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
嘘
も
つ
か
ず
、
ご
ま
か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
通

り
、一
度
嘘
を
つ
く
と
、そ
の
嘘
を
隠
す
た
め
に
、ま
た
嘘
を
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。よ
く
、「
ば
れ
な
い
嘘
は

な
い
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
僕
は
嘘
を
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
反
省
し
、ま
ず
は
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
ど
ん
な
人
に
で
も
同
じ
よ
う
に
優
し
く
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。僕
は
相
手
と
自
分
と
の

関
係
や
、先
輩
、後
輩
な
ど
で
相
手
へ
の
対
応
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日
本
の
慣
習
で
は
、「
目

上
の
人
を
敬
う
」と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、自
分
よ
り
上
の
人
に
対
し
、｢

礼
儀
と
節
度
を
も
っ
て

接
し
尊
敬
の
念
を
も
つ｣

と
い
う
こ
と
で
す
が
、見
方
を
変
え
れ
ば
、本
来
平
等
で
あ
る
は
ず
の
人
間
に
順
番

を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。今
考
え
れ
ば
、
自
分
も
無
意
識
に
そ
う
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。後
輩
に
対
し
て
は
、「
上
か
ら
目
線
」で
は
な
く
、
同
じ
人
間
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
僕
は
、ど
ん
な
人
に
も
優
し
く
で
き
、ど
ん
な
人
と
で
も
本
心
で
語
り
合
え
る
人
間
に
な
れ
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、志
望
校
合
格
を
め
ざ
し
て
、よ
り
一
層
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。な
に
よ
り
も「
こ
れ
か
ら
の
僕
と
北
塩
原
村
立
第
一
中
学
校
」の
未
来
に
、
僕
自
身
が
一
番
期

待
し
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
」が
も
た
ら
す
も
の

第
一
中
学
校

　三
年

　遠
藤

　大
夢

　
あ
な
た
に
は
、
自
分
が
変
わ
っ
た
と
思
え
る
体
験
は
あ
り
ま
す
か
。僕
に
は
あ
り
ま
す
。そ
の
機
会
は
、
少
な
く

と
も
３
回
は
あ
り
ま
し
た
。

　
僕
が
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
１
つ
目
は
、
中
学
校
に
入
学
し
出
会
っ
た
、
部
活
動
で
す
。小
学
校
と
は
違

い
、中
学
校
に
は
本
格
的
な
部
活
動
が
あ
り
ま
す
。男
子
が
選
べ
る
部
活
動
は
３
つ
あ
り
、そ
の
中
で
僕
は
剣
道
部

を
選
び
ま
し
た
。正
直
僕
は
、
運
動
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
苦
手
で
す
。そ
ん
な
僕
が
な

ぜ
剣
道
部
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、父
親
が
昔
、剣
道
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。し
か
し
、

最
初
は
あ
ま
り
本
気
で
取
り
組
ん
で
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、
み
ん
な
と
防
具
を
つ
け
て
稽
古
を
す
る
よ

う
に
な
る
と
、剣
道
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。今
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
は
ま
っ
た
く
興
味

を
も
て
な
か
っ
た
の
に
、剣
道
に
は
前
向
き
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
秋
の
大
会
で
、
初
め
て
他
の
中
学
校
の
上
級
生
と
団
体
戦
で
試
合
を
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
僕
は
、

あ
っ
さ
り
と
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。確
か
に
始
め
て
か
ら
５
ヶ
月
ほ
ど
し
か
や
っ
て
い
な
い
自
分
が
、
上
級
生
に

負
け
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
団
体
戦
の
後
は
、
初
心
者
同
士
が
戦
う
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。お
互
い
に
決
め
手
が
な
い
ま
ま
、
延
長
が

続
い
た
末
に
、
僕
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。僕
は
そ
の
時
に
初
め
て「
悔
し
い
」と
思
い
ま
し
た
。今
ま
で
自
分
は
、

心
の
ど
こ
か
で
「
運
動
が
苦
手
だ
か
ら
負
け
て
も
仕
方
が
な
い
」「
初
心
者
だ
か
ら
負
け
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
自
分
と
同
じ
初
心
者
に
負
け
た
こ
と
で「
く
や
し
い
」｢

勝
ち
た
い｣｢

絶
対
に
負
け
た
く

な
い｣

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
感
情
は
、今
ま
で
の
自
分
に
は
な
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
試
合
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
僕
の
練
習
に
取
り
組
む
態
度
は
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
悔
し
い
気
持
ち
を
常

に
も
っ
て
稽
古
に
励
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
１
つ
目
の
変
化
で
し
た
。

　
こ
れ
以
降
、
部
活
で
大
き
い
声
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
人
前
で
声
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
り

ま
し
た
。合
唱
の
時
に
も
、大
き
く
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で
は
、歌
を
唄
う
と
き
に
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
今
は
、
み
ん
な
の
声
に
負
け
な
い
よ
う
に
声
を
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
２
つ
目
の
変
化
で
す
。

　
そ
し
て
自
分
の
中
で
の
最
大
の
変
化
は
、今
こ
の
よ
う
な
舞
台
に
上
が
り
、多
く
の
人
の
前
で
、北
塩
原
一
中
の
代

表
と
し
て
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
す
。小
学
校
ま
で
の
自
分
か
ら
し
た
ら
、
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
し
た
。な
ぜ
な

ら
ば
僕
は
、
話
を
し
て
い
る
と
よ
く
つ
か
え
て
し
ま
い
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の

よ
う
な
体
験
か
ら
、人
前
で
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、苦
手
で
し
た
。特
に
発
表
を
す
る
こ
と
が
一
番
嫌
い
で
し
た
。

　
し
か
し
、中
学
校
で
は
、委
員
会
な
ど
で
発
表
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。少
な
い
人
数
な
の
で
、一
人
一

人
の
役
割
が
必
ず
あ
り
ま
す
。１
年
生
の
時
に
は
、
報
道
委
員
会
で
放
送
の
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。内
心
と
て

も
嫌
で
し
た
。誰
か
に
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
自
分
の
苦
手
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
当
番
の
時
は
、
し
っ
か

り
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
、つ
か
え
な
い
か
な
と
、と
て
も
不
安
で
し
た
。し
か
し
、何
回
か
経
験
し
て

い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
て
、
放
送
す
る
こ
と
が
苦
手
で
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
と

し
て
、
別
の
効
果
も
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
僕
が
、
話
す

こ
と
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
然
と
人
を
ま
と
め
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
２
年
生
の
後
半
か
ら
、学
芸
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、下
級
生
を
ま
と
め
る
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。初
め
て
自
分
か
ら
こ
の
よ
う
な
役
職
に
就
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
が
３
つ
目
の
変
化
で
す
。

　
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
３
つ
の
変
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
僕
は
自
分
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
実
感
で
き
ま

し
た
。何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
自
分
の
中
に
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。僕
は
、こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

好
き
に
な
る
こ
と
嫌
う
こ
と
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梯
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突
然
で
す
が
、皆
さ
ん
は
人
を
好
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は「
愛
し
て
い
る
」と
か
で
は
な
く
、友

達
と
し
て
知
り
合
い
と
し
て
の
意
味
で
す
。で
は
、逆
に
嫌
い
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。ど
ち
ら
が
多
い

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、や
は
り
人
を
嫌
う
こ
と
は
良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
損
を
す
る
こ

と
、悲
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
人
は
人
の
こ
と
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
、嫌
い
に
な
る
こ
と
も
簡
単
に
で
き
る
生
き
物
で
す
。「
あ
、こ
の
人
い
い

な
」と
か
、「
あ
の
人
の
行
動
が
嫌
い
」と
か
で
す
。食
べ
物
の
好
き
嫌
い
と
一
緒
な
の
で
す
。ピ
ー
マ
ン
に
例
え
て
み
ま

し
ょ
う
。子
供
が
嫌
い
な
野
菜
の
一
つ
で
す
ね
。ピ
ー
マ
ン
の
見
た
目
は
真
緑
で
、パ
プ
リ
カ
の
よ
う
に
甘
く
な
く
、苦

い
。こ
の
時
点
で
嫌
い
な
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め
な
ど
美
味
し
く
食
べ
る
事
が
で
き
れ
ば
、

嫌
い
で
は
な
く
な
り
、段
々
好
き
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
に
人
も
外
見
だ
け
で
な
く
、そ
の
人
を
他
の

角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、中
に
は
中
身
が
良
く
て
も
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
人
も
多
く
い
ま
す
。理
由
と
し
て
、嫌
っ
て
い
る
人
が
そ
の

人
の
こ
と
を「
生
理
的
に
だ
め
な
人
」と
決
め
つ
け
て
い
る
か
、自
分
と
は
関
係
な
い
人
だ
と
思
っ
て
い
る
か
の
ど
ち

ら
か
で
す
。こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
損
を
す
る
の
は
両
者
で
す
。例
え
ば
、そ
れ
が
会
社
だ
と
し
ま
し
ょ
う
。社
員
が

上
司
を
嫌
っ
て
い
る
場
合
、会
社
で
は
不
可
欠
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
、仕
事
が
上
手
く

い
か
な
く
な
り
ま
す
。次
に
、上
司
が
部
下
を
嫌
っ
て
、好
き
な
人
だ
け
を
自
分
の
周
り
に
置
い
た
場
合
、高
い
能
力

を
も
っ
た
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、人
を
嫌
っ
て
い
て
は
良
い
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
で
は
、私
た
ち
は
ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。解
決
策
と
し
て
最
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
身
分

や
年
齢
に
関
係
な
く
、人
の
内
面
を
見
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。先
程
は「
違
う
角
度
か
ら
見
る
」と
言
い
ま
し
た
が
、そ

の「
違
う
角
度
」こ
そ
が「
内
面
」な
の
で
す
。そ
の
人
の
優
し
い
と
こ
ろ
、頼
り
に
で
き
る
と
こ
ろ
、外
見
だ
け
で
は
な
い
、

も
っ
と
深
く
ま
で
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、人
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
ん
な
中
で
も
、悪
口
や
非
難
す
る
言
葉
は
絶
え
ま
せ
ん
。で
は
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の

で
し
ょ
う
。私
の
知
っ
て
い
る
有
名
な
言
葉
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　「
な
ぜ
、こ
の
よ
う
に
悪
口
が
絶
え
な
い
の
か
。人
々
は
他
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
功
績
で
も
認
め
る
と
、自
分
の
品

位
が
下
が
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
」。

　
こ
れ
は
世
界
的
に
有
名
な
ド
イ
ツ
の
詩
人
ゲ
ー
テ
の
言
葉
で
す
。つ
ま
り
、「
他
人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
自
分

の
品
位
が
上
が
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
？
」と
い
う
も
の
で
す
。他
人
を
認
め
る
こ
と
を
恐
れ
、否
定
す
る
。そ
し
て
、

他
人
を
否
定
す
る
こ
と
で
、自
分
の
信
頼
を
得
よ
う
と
す
る
。こ
れ
こ
そ
が
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
ゲ
ー
テ
は
言

い
ま
す
。ま
た
、あ
る
人
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　「
ど
ん
な
愚
か
者
で
も
、他
人
の
短
所
を
指
摘
で
き
る
。そ
し
て
、た
い
て
い
の
愚
か
な
者
が
、そ
れ
を
や
り
た
が
る
」。

　
こ
れ
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
い
う
人
の
言
葉
で
す
。こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
が
悪
口
に
つ
い
て

の
名
言
を
残
し
、そ
し
て
誰
も
が
こ
ん
な
友
情
は
友
情
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。悪
口
だ
け
で
成
り
立
っ
た
友

人
関
係
は
、決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
く
、長
続
き
し
な
い
の
で
す
。

　
人
が
人
の
内
面
を
見
て
、長
所
を
見
出
し
、短
所
を
言
わ
ず
、そ
の
人
を
信
頼
す
る
こ
と
が
本
当
の
友
情
、人
を

好
き
に
な
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。最
初
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、少
し
ず
つ
で
い
い
の
で

す
。「
ウ
ザ
イ
」や「
き
も
い
」な
ど
の
暴
言
を
言
わ
な
い
。こ
れ
だ
け
で
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
す
。私
の
身
の
回
り
で
も

あ
り
ま
し
た
。か
つ
て
は
暴
言
を
言
う
人
が
、「
も
う
言
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」と
い
う
一
言
で
、全
く
言
わ
な
く
な
っ

た
り
、人
に
対
す
る
態
度
も
柔
ら
か
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。少
し
の
努
力
で
こ
れ
だ
け
変
わ
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。内
面
を
見
て
、そ
の
人
の
良
さ
を
知
り
、そ
の
人
を
好
き
に
な
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。世
間
に
は
色
ん
な
人
が
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
小
さ
な
村
に
住
ん
で
い
ま
す
。高
校
な
ど
に
行
け
ば
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。そ
の

中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、大
切
な
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
、相
手
の
良
さ
を
見
つ
け
、好
き
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
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み
な
さ
ん
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。私
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言

葉
を
小
学
生
の
時
に
学
び
ま
し
た
。「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
、建
物
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。私
も
実
際
に「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
家
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
は
、
建
物
だ
け
を
工
夫
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
、
今
回「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。生
活
の
中
の
小
さ
な
段
差
な
ど
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
困
る
こ
と
を

「
バ
リ
ア
」と
い
い
ま
す
。そ
の
バ
リ
ア
に
は
、
大
き
く
四
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。一
つ
目
の
バ
リ
ア
は
、「
物
理
的
バ

リ
ア
」と
い
い
、急
な
ス
ロ
ー
プ
、街
中
の
段
差
な
ど
、建
築
物
や
道
路
な
ど
の
不
備
の
こ
と
で
す
。修
学
旅
行
で
行

っ
た
東
京
で
は
、大
き
な
歩
道
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
た
り
、公
共
の
ト
イ
レ
で
は
必
ず
車
い
す
用
の
大
き

な
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
郡
山
駅
で
は
長
い
通
路
に
平
ら
な
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

都
市
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、所
々
に
段
差
が
あ
り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
二
つ
目
の
バ
リ
ア
は「
制
度
の
バ
リ
ア
」と
い
い
、障
が
い
者
の
人
に
対
し
て
、様
々
な
条
件
や
基
準
を
設
け
、資
格

の
取
得
や
社
会
参
加
に
関
し
て
制
限
を
す
る
こ
と
で
す
。私
の
母
は
障
が
い
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
物
を
作
っ
た
り
、

運
動
し
た
り
す
る
施
設
で
働
い
て
い
ま
す
。他
に
も
、
テ
レ
ビ
の
特
集
で
体
に
障
が
い
を
も
つ
人
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
最
新
機
器
を
使
っ
て
、家
で
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、最
近
は

障
が
い
者
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
た
り
、社
会
に
参
加
す
る
機
会
が
増
え
た
り
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
バ
リ
ア
は
、「
文
化
・
情
報
の
バ
リ
ア
」で
す
。障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
て
、
情
報
そ
の
も
の
の
提

供
手
段
が
う
ま
く
合
っ
て
い
な
い
場
合
に
起
こ
る
こ
と
で
す
。「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
少
し
意
識
し
て
街
を
見
て
み

る
と
、駅
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
時
に
押
す
ボ
タ
ン
の
位
置
が
低
く
な
っ
て
い
た

り
、
他
に
も
バ
リ
ア
を
な
く
す
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
私
が
小
学
校
四
年
生
の
時
、
目
が
見
え

な
い
人
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
人
に
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
」と
聞
く
と
、「
信
号
機
が

赤
な
の
か
青
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
て
、
い
つ
も
車
の
走
る
音
を
聞
い
て
渡
っ
て
い
る
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。最
近

で
は
、
信
号
機
が
青
に
な
る
と
音
が
鳴
る
物
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
交
差
点
に
は
あ
っ
て
も
小
さ
な
交
差
点
に

は
ま
だ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
健
常
者
に
は「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」が
充
実
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
て
も
、充
実
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
の
バ
リ
ア
は「
意
識
の
バ
リ
ア
」で
す
。こ
の
バ
リ
ア
は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
て
の
偏
見
や
、差
別
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。私
は
こ
の
意
識
の
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と
が
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
た
め

に
最
適
な
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。も
し
、
あ
な
た
の
前
に
困
っ
て
い
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
い
た
ら
、
ど
う
し
ま

す
か
。す
ぐ
に
手
助
け
し
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
ま
す
か
。私
だ
っ
た
ら
、一
度
手
を
さ
し
の
べ
る

か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、迷
っ
て
い
る
間
に
違
う
人
が
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。私
は
、「
助
け
合
い
精
神
」や「
思
い
や
り
」な
ど
、
と
て
も
基
本
的
な
こ
と
を
言
葉
だ
け
で
終
わ

ら
せ
な
い
で
自
分
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。こ
の
四
つ
の
バ
リ
ア
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
は
目
に
見
え
る

物
と
見
え
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、「
意
識
の
バ
リ
ア
」を
無
く
す
こ
と
で
、
高
齢
者
が
よ
り
安
心
し
て
快
適
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。高
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

食べて健康、目指せ長寿!
【問合せ】　保健センター　☎２８－３７３３

作　り　方

今月の頭文字「や」

【旬野菜の揚げ浸し】

10月
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21
28

日 月 火 水 木 金 土

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ
○問合せ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

不撓不屈の精神で

9月1日より医師常駐による診察がスタートしました

　　　 「や」は野菜です。野菜には体の調子を整えるという
大切な働きがあります。今回は旬の野菜を使った簡単で体
に良い料理を紹介します。

・ナスを揚げる
時は皮の方か
ら揚げると色
が綺麗です。

ポイント

～「野菜」に含まれる栄養～
　旬の野菜は栄養価が高く、不思議とその時期に体に必要な栄養素
が詰まっています。ですから、旬の野菜を旬の時期に食べることはと
ても大切です。そして、野菜には今注目の栄養素「ファイトケミカル」
が含まれています。野菜、果物、豆、芋、海藻、お茶、ハーブなど
の色素や香りなどの成分から発見された化学物質です。抗酸化力、
免疫力アップなど健康の維持・改善に役立つのではないかと期待され、
研究が進んでいます。
　今回の料理のナスやカボチャの色素にもファイトケミカルは含まれて
います。毎日色々な野菜を食べて、多種類のファイトケミカルを摂りい
れて、生活習慣病予防やアンチエイジングに役立てていきましょう。

10月の予定
南東北裏磐梯診療所
　　平　日　午前9時～12時
　　　　　　午後1時30分～午後4時
　　　　　　（第１、第3の木曜は桧原診療所のため不在）
　　土曜日　午前9時30分～12時30分
　　休診日：日曜、祝日
　　　　　　（年末年始は12月号にてお知らせします）
南東北桧原診療所
　　第1木曜日・第3木曜日　午後1時30分～午後4時
　　平日は荒川真之医師の午前・午後の診療となります
　（土曜は交替制・午前のみ）

　平成 29 年 9 月 1 日付けで南東北裏磐梯診療所に赴任
した荒川真之 ( あらかわ まさゆき ) です。東日本大震災に
よる福島県の医師不足を補うために平成 24 年から非常
勤で診療に来ています。昨年、診療所の中心で活躍されて
いた大原先生がご病気で勤務続行が不可能となり、その代
役として訪問診療、桧原診療所も担当することになりまし
た。そのため村民の方々と接する機会も増えてきたのです
が、次第に村に常勤の医師がいないのは問題があると思う
ようになってきました。
　診療の合間に見る風景は豊かな自然を感じさせます。四
季の移り変わりが明瞭なことは、特筆すべきことです。自

然が好きな私は「この地で仕事ができたらいいなあ」と次第に思うようになってきました。格好良くい
えば、医師としての使命感と豊かな自然に後押しされて診療所に赴任したという次第です。もとより
微力ですが、村民の皆様のかかりつけ医として健康保持に努めたいと思います。どうぞよろしくお願
いします。

（１人分）
エネルギー/284ｋcal
タンパク質/5.8ｇ 
塩分/1.3g

①ナスは大きめの一口大に、カボチャは５㎜くらいの幅に、インゲンは半分の長さに切っておく。
②①の野菜を硬いものから（インゲン→カボチャ→ナス）の順に中温（160 ～ 170℃位）の油で素

揚げする。
③鍋に◆の調味料（酢以外）を入れ煮立てる。火を止めて酢を入れる。
④揚げた野菜を器に盛り、上から③のつけ汁をかけ、鰹節をかけて出来上がり。

　毎日「まごたちわ（は）やさしいばい」を使ってバランスの良
い食事をこころがけ、色々な食材を食べて健康で長生きを目
指しましょう。

ナス 2本（１６０g）
カボチャ 1/8個（約160ｇ）
インゲン 4本
揚げ油 適量
◆しょう油 　　　　　大さじ1　
◆酢 小さじ1/2
◆砂糖 小さじ1　
◆水　 120ｃｃ
鰹節 6ｇ

材料…2人分

特定健診及び各種がん検診施設検診（医療機関で受ける健診）のお知らせ

　９月から下記のとおり施設検診を実施します。早め
にお申込みのうえ、受診するようにしてください。
★実施期間　平成２９年９月から１２月末まで
　※但しがん検診は喜多方市内医療機関は１１月末
　　まで。
★実施医療機関（指定）
・南東北裏磐梯診療所
・喜多方市内医療機関（１7ヶ所）
・矢吹医院（猪苗代町）
・竹田綜合病院（会津若松市）※特定健診のみ
★検診項目・対象者
●特定健診（４０歳～７４歳の国保加入者）
●がん検診
・胃がん検診（４０歳以上の方）
・胸部検診（４０歳以上の方）
・大腸がん検診（４０歳以上の方）
・前立腺がん検診（５０歳以上の男性）

　※その他、乳がん・子宮がん検診も実施しています。

※看護師対応は医師不在となります。
　看護師が医療相談などを対応致します。

看護師対応

【野菜】

★受診方法
　１ 受診券などが必要となりますので、保健センター
　　にご連絡下さい。（必要書類等を確認します。）
　２ 希望の医療機関に電話で直接予約をして下さい。

●特定健診・・・（受診券・保険証が必ず必要です。）
国が定めた大切な健診です。集団検診において受
けなかった方へは、希望する、しないに関わらず、受
診案内書が送付されます。年に一度は体の総点検
の目的でぜひ、健診を受けましょう。

●各種がん検診・・・（受診には受診票などが必要です。）
国保、社保に関わらず、年齢該当であれば受診でき
ます。今年度の検診意向調査で希望された方には
案内の通知が届きます。
受けたいが通知が来ない方は保健センターへご連
絡下さい。

荒川先生
インタビュー

Ｑ.生年月日は？
Ａ.11月８日生まれ　Ｂ型　丑年(生まれ年は恥ずかしいのでＮＧだそうです)
Ｑ.専門は何ですか？
Ａ.麻酔科医です。何にでも携わる科なので全部診ることができます。
Ｑ.出身地は？
Ａ.東京都杉並区です。北塩原村は数十年前にスキーをするために初めて訪れました。
Ｑ.趣味は？
Ａ.スキーです。村内のスキー場は全部行きました。
Ｑ.村内のお気に入りスポットは？
Ａ.やっぱり桧原湖ですね。猫魔スキー場の山頂から見る桧原湖は絶景ですよ。
Ｑ.村民のみなさんに一言お願いします。
Ａ.具合が悪ければすぐに来て下さい。

荒川真之医師
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づ
く
お
盆

　墓
そ
う
じ

　時
折
聞
こ
ゆ

　蟬
の
声
か
な

桧
原

　穴
沢

　泰
子

盆
花
の

　図
鑑
で
知
っ
た

　草
夾
竹
桃

　風
の
吹
き
よ
で

　白
粉
の
匂
い
す

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

留
守
宅
の

　季
節
忘
れ
ず

　咲
く
花
の

　花
一
輪
の

　夏
の
夕
暮
れ北山

　武
藤

　敏
子

夕
立
の

　音
も
止
み
て
は

　虹
か
か
る

　夕
焼
け
ま
ぶ
し

　蟬
が
鳴
く

大
塩

　渡
部

　新
一

盆
迎
え

　あ
れ
や
こ
れ
や
で

　今
と
な
る

　セ
ミ
し
ぐ
れ
啼
く

　墓
場
に
急
ぐ

戸　籍　の　窓　口

  ９月１０日（日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
  ９月１７日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
  ９月１８日（月） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
  ９月２３日（土） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
  ９月２４日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
１０月  １日（日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
１０月  ８日（日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
１０月  ９日（月） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

  ９月１０日（日） 藤井医院 ……………………………☎23-0023
  ９月１７日（日） 内科消化器科みつはし医院 …………☎21-1311
  ９月１８日（月） 山田産婦人科医院 …………………☎22-3032
  ９月２３日（土） 喜多方腎泌尿器クリニック …………☎23-5531
  ９月２４日（日） ゆうゆうクリニック ……………………☎22-2111
１０月  １日（日） 渡邉小児科医院 ……………………☎22-3133
１０月  ８日（日） あきもと整形外科クリニック …………☎21-1515
１０月  ９日（月） いとう眼科 ……………………………☎22-5900

平成２9年９月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
喜
多
方
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
福
島
地
方
法
務
局
喜
多
方

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、登
記
事
項
証
明
書
等
の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

●
設
置
場
所

喜
多
方
市
役
所
本
庁
舎
１
階

「
福
島
地
方
法
務
局
喜
多
方
証

明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

●
受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
取
扱
業
務

○
全
国
の
土
地
・
建
物
及
び
会
社
・

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社・法
人
の
代
表
者
事

項
証
明
書

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書（
印

鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、印
鑑
カ

ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、請
求
す
る
際
に
代
表
者
の
生

年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

※

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
不

動
産
及
び
会
社
等
に
限
ら
れ
ま

す
。

※

要
約
書
及
び
地
図・図
面
等
の
交

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
登

記
部
門（
☎
０
２
４
２（
27
）１

５
０
１
）

　
１０
月
１
日
か
ら
７
日
は｢

公
証

週
間｣

で
す
。

　
遺
産
相
続
、任
意
後
見
契
約
、金

銭
賃
借
、不
動
産
賃
借
、離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。そ
ん
な
と
き
遺

言
や
当
事
者
間
の
取
決
め
を
公
正

証
書
に
し
て
お
け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
し
、権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
会
津
若
松
公
証
役
場

　
☎
０
２
４
２（
37
）１
９
５
５

　
介
護
予
防
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
重
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
健
康
長
寿
い
き
い
き

県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

●
主
催
者
　
福
島
県

●
日
時

　
平
成
29
年
10
月
22
日（
日
）

　
住
民
の
方
々
に
医
療
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
健

康
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
、ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
29
年
10
月
７
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
内
及
び
駐

車
場（
会
津
若
松
市
河
東
町
谷

沢
字
前
田
21
│
２
）

●
主
な
内
容（
仮
）

医
療
体
験
コ
ー
ナ
ー

地
元
団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス・
合
唱

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

健
診・リ
ハ
ビ
リ
イ
ベ
ン
ト

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
展
示（
救
急
業
務

が
発
生
し
た
場
合
中
止
の
可
能

性
あ
り
）

●
問
合
せ
先

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会

☎
０
２
４
２（
75
）２
２
４
２

（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企

画
室
）

　
10
時
30
分
〜
15
時
00
分

●
場
所

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
、屋
外
展
示
場

●
内
容

①
講
演
会「
人
生
は
い
つ
も「
今
」

か
ら
〜
夢
を
追
い
続
け
る
心
と

か
ら
だ
〜
」

　
講
師
三
浦
　
雄
一郎
　
氏

　（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、登
山
家
）

②
社
会
参
加
と
介
護
予
防
に
取
り

組
む
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
報

告
・
知
事
表
彰

③
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
体

験
、
相
談

④
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

⑤
健
康
応
援
メ
ニ
ュ
ー
飲
食
コ
ー

ナ
ー

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
申
込
み
　
１０
月
１５
日
ま
で

●
申
込
み
先・問
合
せ
先

い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
務
局

（
株
式
会
社
ラ
イ
ト・エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
内
）

　
☎
０
２
４（
５
２
１
）２
５
５
０

　（
受
付
時
間
９
時
〜
17
時
）

※

土
日
祝
日
は
除
く

渡　辺　う　い（女・翔　太）大久保
羽　入　俐　斗（男・晟　也）松陽台
赤　城　佑都煌（男・冬　樹）　樟

お誕生おめでとう！

り　　　と

ゆ　づ　き

●人　口　　男……１，４45人
　　　　　　女……１，４26人
　　　　　　計……２，871人（前月比 ▲4）
●世帯数……………１，０85戸（前月比  ±0）
●転　入…　  4人　●転　出…　  7人
●出　生…　  3人　●死　亡…　  4人

佐　藤　リ　ヨ（弘　喜・母）早稲沢
中　川　　傳　（博　之・父）下　吉
小　椋　キヨミ（信　子・母）長　峯
　　見　ワ　キ（昇　壱・母）下　吉

お悔やみ申し上げます

　
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、裁
判
で
解
決
す
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。法
務
局
が

行
っ
て
い
る「
筆
界
特
定
制
度
」を

活
用
す
れ
ば
、裁
判
を
し
な
く
て

も
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。筆
界
特

定
制
度
は
、そ
の
土
地
が
登
記
さ

れ
た
と
き
の
境
界（
筆
界
に
つ
い

て
）、現
地
に
お
け
る
位
置
を
法
務

局
が
調
査
し
、明
ら
か
に
す
る
制
度

で
す
。特
定
さ
れ
た
筆
界
は
法
務

局
に
備
え
付
け
ら
れ
、筆
界
の
位
置

を
示
す
証
拠
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
、境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
や
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

筆
界
特
定
制
度
の
詳
細
は
、法
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R

L:http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
M

IN
JI/m

inji104.htm
l

　
を
ご

覧
頂
く
か
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
〒
９
６
０
│
８
０
２
１

福
島
市
霞
町
１
番
46
号

（
福
島
合
同
庁
舎
）

福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門

☎
０
２
４（
５
３
４
）２
０
４
８

　
就
職
希
望
の
障
害
者
と
求
人
企

業
が
一
堂
に
会
し
、数
多
く
の
面
接

の
機
会
を
確
保
し
、障
害
者
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
下
記

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
平
成
29
年
10
月
18
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
開
催
場
所

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

展
示
ホ
ー
ル

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

●
参
加
予
定
企
業
数

　
約
30
社（
予
定
）

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
２
４
２（
26
）３
３
３
３

　（
部
門
コ
ー
ド
45
♯
）

平
成
29
年
度
障
害
者
就
職
面
接
会

（
会
津
若
松
会
場
）」開
催
の
ご
案
内

喜
多
方
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書

等
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

お
知
ら
せ
・
募
集

会
津
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
7

法
務
局
の「
筆
界
特
定
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

「
健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催
に
つ
い
て

公
証
週
間

白
南
風
や

　耳
を
澄
ま
せ
ば

　樹
々
の
声 

 

中
川

　幸
恵

遠
方
よ
り

　友
た
づ
ね
来
る

　蟬
し
ぐ
れ 

 

鈴
木

　隆
一
郎

東
大
立
地

　つ
つ
し
み
忘
れ

　茂
る
夏
草 

 

内
海

　怜
子

夏
の
夜
の

　湿
布
貼
り
合
ふ

　風
呂
上
り 

 

鈴
木

　信
子

真
っ
先
に

　朝
日
受
け
た
る

　胡
瓜
畑 

 

武
藤

　敏
子

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

村長室へようこそ！

９月19日（火）９：00～10：30

●問合せ
　　企画室　☎23─3112

お
い
ら
ん
そ
う

お
し
ろ
い

な
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国
民
健
康
保
険
税

 

3
期
分

介
護
保
険
料
 3
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

2
期
分

住
宅
使
用
量
 9
月
分

上
下
水
道
使
用
量

 

8
月
分

　今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　9
月
25
日（
月
）午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　☎
34
―
2
0
0
4

　行
政
相
談
委
員

　髙
橋

　光
秋

　　行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

梅
雨
上
り

　飛
交
う
蜂
の

　忙
し
さ

　蜜
を
集
め
て

　我
も
教
わ
る

大
塩

　鈴
木

　み
ち
子

ユ
ラ
ユ
ラ
と

　揺
れ
る
シ
ソ
の
葉

　日
傘
に
と

　真
夏
の
陽
射
し

　避
け
る
子
蛙

大
塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

花
火
の
日

　浴
衣
を
着
せ
た

　孫
か
ら
は

　青
春
ら
し
い

　匂
い
感
じ
る

下
川
前

　赤
城

　弘
美

川
霧
を

　あ
れ
温
泉
と

　問
う
孫
の

　濁
り
て
速
い

　川
面
眺
む
る

大
塩

　高
橋

　み
す
江

騒
が
し
て

　盛
り
上
っ
た

　バ
ス
の
中

　皆
ね
む
り
に
つ
き

　静
か
な
車
内

桧
原

　佐
藤

　文
世

妹
が

　安
否
の
電
話

　し
て
く
れ
る

　絆
と
思
う

　嬉
し
く
会
話

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

墓
掃
除

　だ
ん
だ
ん
登
り

　辛
く
な
り

　頼
り
な
る
夫

　苦
楽
を
共
に

大
塩

　穴
沢

　エ
ミ
子

送
り
火
と

　共
に
消
え
去
る

　盆
灯
り

　家
族
の
見
守
り

　祈
る
先
祖
に

大
塩

　高
橋

　郁
子

日
よ
け
に
と

　朝
顔
植
え
し

　窓
ぎ
わ
に

　今
朝
の
雨
に

　姿
悲
し

上
川
前

　大
竹

　英
子

家
族
し
て

　近
づ
く
お
盆

　墓
そ
う
じ

　時
折
聞
こ
ゆ

　蟬
の
声
か
な

桧
原

　穴
沢

　泰
子

盆
花
の

　図
鑑
で
知
っ
た

　草
夾
竹
桃

　風
の
吹
き
よ
で

　白
粉
の
匂
い
す

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

留
守
宅
の

　季
節
忘
れ
ず

　咲
く
花
の

　花
一
輪
の

　夏
の
夕
暮
れ北山

　武
藤

　敏
子

夕
立
の

　音
も
止
み
て
は

　虹
か
か
る

　夕
焼
け
ま
ぶ
し

　蟬
が
鳴
く

大
塩

　渡
部

　新
一

盆
迎
え

　あ
れ
や
こ
れ
や
で

　今
と
な
る

　セ
ミ
し
ぐ
れ
啼
く

　墓
場
に
急
ぐ

戸　籍　の　窓　口

  ９月１０日（日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
  ９月１７日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
  ９月１８日（月） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
  ９月２３日（土） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
  ９月２４日（日） 佐原病院 ……………………………☎22-5321
１０月  １日（日） 有隣病院 ……………………………☎24-5021
１０月  ８日（日） 会津医療センター …………☎（0242）75-2100
１０月  ９日（月） 佐原病院 ……………………………☎22-5321

  ９月１０日（日） 藤井医院 ……………………………☎23-0023
  ９月１７日（日） 内科消化器科みつはし医院 …………☎21-1311
  ９月１８日（月） 山田産婦人科医院 …………………☎22-3032
  ９月２３日（土） 喜多方腎泌尿器クリニック …………☎23-5531
  ９月２４日（日） ゆうゆうクリニック ……………………☎22-2111
１０月  １日（日） 渡邉小児科医院 ……………………☎22-3133
１０月  ８日（日） あきもと整形外科クリニック …………☎21-1515
１０月  ９日（月） いとう眼科 ……………………………☎22-5900

平成２9年９月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　
喜
多
方
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
福
島
地
方
法
務
局
喜
多
方

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、登
記
事
項
証
明
書
等
の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

●
設
置
場
所

喜
多
方
市
役
所
本
庁
舎
１
階

「
福
島
地
方
法
務
局
喜
多
方
証

明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

●
受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
取
扱
業
務

○
全
国
の
土
地
・
建
物
及
び
会
社
・

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社・法
人
の
代
表
者
事

項
証
明
書

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書（
印

鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、印
鑑
カ

ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、請
求
す
る
際
に
代
表
者
の
生

年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

※

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
不

動
産
及
び
会
社
等
に
限
ら
れ
ま

す
。

※

要
約
書
及
び
地
図・図
面
等
の
交

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
登

記
部
門（
☎
０
２
４
２（
27
）１

５
０
１
）

　
１０
月
１
日
か
ら
７
日
は｢

公
証

週
間｣

で
す
。

　
遺
産
相
続
、任
意
後
見
契
約
、金

銭
賃
借
、不
動
産
賃
借
、離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。そ
ん
な
と
き
遺

言
や
当
事
者
間
の
取
決
め
を
公
正

証
書
に
し
て
お
け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
し
、権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
会
津
若
松
公
証
役
場

　
☎
０
２
４
２（
37
）１
９
５
５

　
介
護
予
防
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
重
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
健
康
長
寿
い
き
い
き

県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

●
主
催
者
　
福
島
県

●
日
時

　
平
成
29
年
10
月
22
日（
日
）

　
住
民
の
方
々
に
医
療
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
健

康
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
、ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
29
年
10
月
７
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
内
及
び
駐

車
場（
会
津
若
松
市
河
東
町
谷

沢
字
前
田
21
│
２
）

●
主
な
内
容（
仮
）

医
療
体
験
コ
ー
ナ
ー

地
元
団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス・
合
唱

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

健
診・リ
ハ
ビ
リ
イ
ベ
ン
ト

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
展
示（
救
急
業
務

が
発
生
し
た
場
合
中
止
の
可
能

性
あ
り
）

●
問
合
せ
先

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会

☎
０
２
４
２（
75
）２
２
４
２

（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企

画
室
）

　
10
時
30
分
〜
15
時
00
分

●
場
所

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
、屋
外
展
示
場

●
内
容

①
講
演
会「
人
生
は
い
つ
も「
今
」

か
ら
〜
夢
を
追
い
続
け
る
心
と

か
ら
だ
〜
」

　
講
師
三
浦
　
雄
一郎
　
氏

　（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、登
山
家
）

②
社
会
参
加
と
介
護
予
防
に
取
り

組
む
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
報

告
・
知
事
表
彰

③
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
体

験
、
相
談

④
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

⑤
健
康
応
援
メ
ニ
ュ
ー
飲
食
コ
ー

ナ
ー

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
申
込
み
　
１０
月
１５
日
ま
で

●
申
込
み
先・問
合
せ
先

い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
務
局

（
株
式
会
社
ラ
イ
ト・エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
内
）

　
☎
０
２
４（
５
２
１
）２
５
５
０

　（
受
付
時
間
９
時
〜
17
時
）

※

土
日
祝
日
は
除
く

渡　辺　う　い（女・翔　太）大久保
羽　入　俐　斗（男・晟　也）松陽台
赤　城　佑都煌（男・冬　樹）　樟

お誕生おめでとう！

り　　　と

ゆ　づ　き

●人　口　　男……１，４45人
　　　　　　女……１，４26人
　　　　　　計……２，871人（前月比 ▲4）
●世帯数……………１，０85戸（前月比  ±0）
●転　入…　  4人　●転　出…　  7人
●出　生…　  3人　●死　亡…　  4人

佐　藤　リ　ヨ（弘　喜・母）早稲沢
中　川　　傳　（博　之・父）下　吉
小　椋　キヨミ（信　子・母）長　峯
　　見　ワ　キ（昇　壱・母）下　吉

お悔やみ申し上げます

　
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、裁
判
で
解
決
す
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。法
務
局
が

行
っ
て
い
る「
筆
界
特
定
制
度
」を

活
用
す
れ
ば
、裁
判
を
し
な
く
て

も
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。筆
界
特

定
制
度
は
、そ
の
土
地
が
登
記
さ

れ
た
と
き
の
境
界（
筆
界
に
つ
い

て
）、現
地
に
お
け
る
位
置
を
法
務

局
が
調
査
し
、明
ら
か
に
す
る
制
度

で
す
。特
定
さ
れ
た
筆
界
は
法
務

局
に
備
え
付
け
ら
れ
、筆
界
の
位
置

を
示
す
証
拠
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
、境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
や
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

筆
界
特
定
制
度
の
詳
細
は
、法
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R

L:http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
M

IN
JI/m

inji104.htm
l

　
を
ご

覧
頂
く
か
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
〒
９
６
０
│
８
０
２
１

福
島
市
霞
町
１
番
46
号

（
福
島
合
同
庁
舎
）

福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門

☎
０
２
４（
５
３
４
）２
０
４
８

　
就
職
希
望
の
障
害
者
と
求
人
企

業
が
一
堂
に
会
し
、数
多
く
の
面
接

の
機
会
を
確
保
し
、障
害
者
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
下
記

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
平
成
29
年
10
月
18
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
開
催
場
所

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

展
示
ホ
ー
ル

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

●
参
加
予
定
企
業
数

　
約
30
社（
予
定
）

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
専
門
援
助
部
門

　
☎
０
２
４
２（
26
）３
３
３
３

　（
部
門
コ
ー
ド
45
♯
）

平
成
29
年
度
障
害
者
就
職
面
接
会

（
会
津
若
松
会
場
）」開
催
の
ご
案
内

喜
多
方
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書

等
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

お
知
ら
せ
・
募
集

会
津
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
7

法
務
局
の「
筆
界
特
定
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

「
健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催
に
つ
い
て

公
証
週
間

白
南
風
や

　耳
を
澄
ま
せ
ば

　樹
々
の
声 

 

中
川

　幸
恵

遠
方
よ
り

　友
た
づ
ね
来
る

　蟬
し
ぐ
れ 

 

鈴
木

　隆
一
郎

東
大
立
地

　つ
つ
し
み
忘
れ

　茂
る
夏
草 

 

内
海

　怜
子

夏
の
夜
の

　湿
布
貼
り
合
ふ

　風
呂
上
り 

 

鈴
木

　信
子

真
っ
先
に

　朝
日
受
け
た
る

　胡
瓜
畑 

 

武
藤

　敏
子

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

村長室へようこそ！

９月19日（火）９：00～10：30

●問合せ
　　企画室　☎23─3112

お
い
ら
ん
そ
う

お
し
ろ
い

な
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裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

vol.81

▲ミズナラの葉

▲コナラの葉

樹木～葉を中心に～　ミズナラとコナラ
　ミズナラは、高さ約30メートル、直径1.5メートルほどにもなる落
葉高木であることから、別名オオナラとも呼ばれます。対するコナラ
は、樹高をはじめ、葉や実（ドングリ）の大きさなどがミズナラよりも
小ぶりです。
　ミズナラが山地を代表する樹木であるのに対し、コナラは平地の
雑木林を代表する樹木です。北塩原村は、平地と山地の両地域を含む
ため、どちらも村内に分布する主要な樹木と言えるでしょう。
　さて、葉に注目してみましょう。この2種を見分けるときの一番の
ポイントとなるのが、葉の柄の部分です。ミズナラとコナラでは、葉
の柄の長さが明らかに違います。ミズナラの葉の柄は、極端に短く、
まるで葉が枝に直接ついているかのようにも見えます。一方のコナ
ラの葉には、長さ1㎝ほどの柄がはっきりと存在しています。
　秋のドングリ探しの前に、ぜひともマニアックな葉っぱ比べに挑
戦してみてください！

　磐梯山ジオパーク協議会事務局（TEL：0241－32－3180　FAX：0241－32－2927）

～子どもから大人まで夢中に楽しめるジオパークの魅力～
磐梯山は、カレーで食べてもパズルで作っても！

夏の思い出に、磐梯山ジオカレー
　磐梯山ジオパーク協議会事務局がある北塩原村
自然環境活用センターに裏磐梯小学校放課後児童
クラブも開所しています。夏休み中は朝から夕方ま
で児童クラブが開かれています。夏休みの思い出の
一コマで児童クラブさんの昼食は「磐梯山ジオカレ
ー」でした！ごはんの上の小旗もつくりカレーは好
みで甘口、中辛を選びいよいよ、ご飯型「ライス磐梯
山」（・・・あいづばんだいさんは～♪と歌いたくな
りますよねー）でご飯を盛り付け自分だけの「磐梯
山ジオカレー」ができました。もちろん、おいしくい
ただけたようです。またやりたいですね。

きたしおばら交流フェスタ、ジオパズル準備中
　皆さんは、「磐梯山ジオアート」をご存知ですか？磐
梯山を上空から斜めに見下ろしたように、飛ぶ鳥の目
から見たように見える鳥瞰図（ちょうかんず）です。山
や谷などが立体的に描かれ見ていてあきのこない図
とも言えます。村内では、観光協会、ビジターセンタ
ー、噴火記念館、物産館、道の駅などでB1(タテ728ヨ
コ1030㎜)サイズで購入できます。お持ちの方もいる
と思います。今回は交流フェスタで特別にA4サイズ
のパズルとなって限定アイテムで作れちゃう！お楽
しみ企画を只今、完全オリジナルで準備中です。
　お楽しみにしていてくださいね。


